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0章　本マニュアル作成の目的と運用ルール

0-1. 目的　
『幸徳会指導の下で合気道の稽古をしている方々(*1)が、安全に且つ安心して稽古に励むことができるよう、(1)安全な稽古のルール作り、(2)怪我・事故(*2)が発生した際の対応の仕方、(3)再発予防の為の対策作りを行い、これを明文化することにより、誰もが怪我・事故に対する未然防止・緊急対応・再発防止作業を適切に行うことができるようにする。』

*1: 幸徳会非会員の方々の怪我・事故の対応に関しては、原則として、稽古場所（例. 石川記念武道館）運営組織の対応ルールに準拠いたします。
*2: 怪我と事故の定義　[大辞林　第三版より引用]

[怪我](i)不注意・不足の事態などのため、体を傷つけること。(ii)過失。欠点。(iii)思いがけない事態。偶然。

[事故](i)悪い出来事。思いがけず起こった災難。　(ii)ことの起こった事情。事の理由。
0-2. 運用ルール（作成・承認・更新・公開）
作成：　幸徳会）危機管理検討チームを募り、原案の検討・作成を実施

承認：　指導員の合意をもって本マニュアルを承認

公開：　指導員および幸徳会指導の下で合気道の稽古をする方々全員に公開
※公開場所は、幸徳会HPとする（希望者には指導員より印刷物配布）

　　　　　※但し、緊急連絡網情報（会員情報）については、本マニュアルと別管理とし、指導員のみ参照できるものとする
更新：　定期的に半年に１度、内容の見直し・改版の判断を行うとともに、怪我・事故が
発生した場合は、怪我・事故報告書の内容に応じて、更新の是非を指導員の話し合いで決定

0-3. 作成・変更履歴

	版数
	内容
	作成者
	公開時期

	暫定版
	暫定版作成
	危機管理検討第一期チーム


	2016.11.19(限定公開)

	レビュー版
	レビュー版作成
	危機管理検討第一期チーム
	2016.11.26(限定公開)

	レビュー公開版
	レビュー公開版作成
	危機管理検討第一期チーム
	2016.11.30(指導員公開)

	０１版
	０１版作成
	危機管理検討第一期チーム
	2016.12.17


1章　安全な稽古のルール作り
1-1. 事前の備え

※万が一の怪我・事故、および、稽古相手に怪我を負わせた等の不測の事態に備え、幸徳会では、スポーツ保険への加入を推奨しております。必要な方は、指導員にお問い合わせください。
1-2. 指導員心得

未稿
1-3. 稽古者心得

1 健康管理とコンディショニング

稽古者は、自己責任の下、自身の体調管理を行う。

· 怪我や事故を防止するため、定期健康診断やメディカルチェックなど稽古者自身による健康管理を心掛ける。
· 稽古や演武中、体に何らかの違和感や異常を感じた場合は、躊躇せず指導員に相談する。
· 稽古者自身に既往症がある場合は、対処法を把握したうえで、自己責任の下、稽古中の体調管理を行う。尚、稽古する上で既往症が気になる方は、指導員に相談されることを推奨する。
2 施設、設備、服装、環境の安全点検

稽古前後の安全点検の励行により、怪我や事故の危険性を減らす。

· 畳のずれがないかチェックし、ある場合は対策を講じる。
· 畳の上に、汗・血痕・ゴミがないかをチェックし、入念な清掃を心掛ける。
· 道場内は整理整頓を心掛ける。
· 手足の爪の管理を行う。
3 稽古の行い方

下記、稽古心得３カ条を基本的な心構えとする。
· 正しい技と受け身を身につける。
· 相手を尊重し、無理のない稽古をする。
· 服装・道場の安全点検をする。
稽古の進め方の原則は、「基礎から応用へ」、「容易で簡単なものから難しく複雑なものへ」等、順序に沿った段階的な稽古を心掛ける。
· 易→難、　遅→速、　弱→強

· 基本→応用、　単純→複雑

危険な技は禁止する。
· 足技（ex. 合気落とし、　足をかけた状態での投げ技）
演武会向け稽古・演武会本番時の留意事項
· 「受け」の方のレベルに合わせ、技のスピード・難易度を配慮する。
1-4. 保護者心得

未稿
2章 怪我・事故が発生した際の対応

2-1. 怪我・事故発生時の対応手順

1 緊急時の連絡体制
万が一、怪我や事故が起きた場合、一刻も早い応急処置と、救急車要請判断、および関係機関や関係者への通報・連絡を行う。
· 怪我・事故の第一発見者は、処置を判断し応急処置を行うとともに、稽古場所の運営組織（例. 石川記念武道館の受付）、および、指導員に通知し、状況に応じて速やかに医療機関への連絡（救急車の要請）を行う。
· 指導員は、緊急連絡網情報を管理し、状況に応じて、適切な連絡を行う。尚、緊急時、指導員が必要と判断した場合は、幸徳会会員、および、幸徳会稽古者に「対応のお手伝い(例.　ご家族へのご連絡等)






























































































































」をお願いできることとし、迅速かつ適切な対応を心掛ける。

· 指導員は、ご家族（緊急連絡先）への連絡を行い、事態を正確に伝える。
2 事実関係の記録と保存

今後の再発防止策に反映し、幸徳会稽古員に周知・徹底することを目的に、指導員は、怪我・事故発生時の事実関係を記録し、指導員限定で管理（事例報告書（怪我・事故））する。
(添付１)緊急連絡網（緊急対応手順）
※添付１参照
(添付２)事例報告書（怪我・事故）

　　　　　　　※添付２参照
3章 再発予防対策

3-1. 事例報告書における再発予防対策の承認ルール

未稿
3-2. 再発予防対策の認知と本マニュアルへの反映ルール

未稿
3-3. 未然防止対策（ヒヤリハット報告）

未稿
(添付３)ヒヤリハット報告書

※添付３参照（指導員、および、稽古者のどなたでも記載可とする）
【添付１. 緊急連絡網（緊急対応手順）】

怪我・事故発生時は、原則として下記緊急対応手順に従い、対応する。ただし、緊急度合により、現場の判断で柔軟且つ適切に対応を行うこととする。緊急連絡先等の会員情報は、指導員限定で管理・参照できるものとする。

＜緊急対応手順＞

【添付２. 事例報告書（怪我・事故）】

	報告年月日
	　　　　　　年　　　月　　　日　(　 )

	報告者名
	

	確認者名
	

	発生日時
	　　　　　　年　　　月　　　日　(　 )　　　 　時頃

	発生場所
	

	負傷者名　(保護者名)
	
	一般

子供
	年齢
	性別
	段/級位

	
	住所
	
	
	
	
	

	
	電話
	
	
	
	
	

	
	既往症/歴
	
	
	
	
	

	指導員名
	
	
	
	

	関与者名(相手)
	
	
	
	

	発生状況
	何をしている状況で / どのようにして / どのようになった



	直後対応状況
	応急処置 / 救急搬送 / 武道館スタッフとの連携内容 / 帰宅方法 / 自宅への連絡

	受傷状況
	怪我/事故/体調の状況

	医療機関
	医療機関での処置内容　/　費用 / 会計者

	事後経過
	経過状況 / 入院,通院,休業(欠席) / 全治 / 保険の適用

	再発防止策
	

	経過/改善状況
	防止策後改善されたか？(3,6カ月後)


【添付３. ヒヤリハット報告書　】

	報告年月日
	　　　　　　年　　　月　　　日　(　 )

	報告者名
	

	確認者名
	

	発生日時
	　　　　　　年　　　月　　　日　(　 )　　　 　時頃

	発生場所
	

	関与者名

(複数記入)
	
	一般

子供
	年齢
	性別
	段/級位

	
	
	
	
	
	

	指導員名
	

	発生状況
	何をしている状況で / どのようにして / どのようになった



	発生原因
	原因
	状況(選択)
	追記欄

	
	稽古場所/状態/人数
	良好　普通 不良
	

	
	指導状況
	良好　普通 不良
	

	
	稽古者技量
	経験者 初心者
	

	
	注意力に問題は
	なし　 普通  あり
	

	
	体調/体力は
	良好　普通 不良
	

	
	技の種類
	

	
	なぜ起こったか
	

	
	
	

	リスク
	予測される怪我・事故(記入)

重大事故の可能性(選択)　　　あり　　 なし　　　不明　　　（ありの場合は再発防策を検討）

	再発防止策
	内容
	対策(選択)
	追記蘭

	
	稽古内容を検討(稽古者側要望)
	必要　不要
	

	
	指導方法を検討(指導者側)
	必要　不要
	

	
	事故防止策
	

	
	

	経過/改善状況
	防止策後改善されたか？(3,6カ月後)
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『危機管理マニュアル』


～０１版～





怪我・事故の第一発見者もしくは当人





幸徳会指導員





稽古場所の運営組織(例. 受付スタッフ)





①指導員に至急、状況報告を行う





※万が一、指導員不在の場合は、指導員の代行として②～⑤を行い、幸徳会代表者（中野師範）に連絡する

















②状況を確認・判断し、状況に応じて救急車要請/ 応急処置を行う








③稽古場所の運営組織（例. 石川記念武道館受付）に状況を報告する





④稽古場所の運営事務局側からの指示に対応する





⑤怪我・事故を被った当人の緊急連絡先（ご家族の電話番号等）に連絡し、状況を報告する





※緊急の場合は、会員・非会員の方への協力要請・作業依頼ができるものとする





稽古場所の運営組織による怪我・事故のヒアリング





稽古場所の怪我・事故対応ルールに基づいた指示（対応依頼）





⑥全体状況が把握できた時点で、後日、事例報告書（怪我・事故）を作成し、再発防止のための相談をする





⑦状況・結果に応じ、ご家族、稽古場所事務局、その他関係者へのフォローを行う
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